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第
七
章
で
は
、
塩
素
、
沃
素
、
臭
素
、
フ
ッ
素
の
ハ
ロ
ゲ
ン

e
t
h
y
l
e
n
e
 or olefiant 

分
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
こ
こ
で
附
論
と
し
て
、
酸
類

acids
、
塩
基
類
b
a
s
e
s
、
塩
類

salts
の
説
明
を
挿
入
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
五
酸
化
窒
素
又
は
無
水
硝
酸

nitrogen

p
e
n
t
o
x
i
d
e

符
号

Z
2
O
5
、
一
酸
化
窒
素
又
は
亜
酸
化
窒
素
、

笑

気

符

号

Z
も
、
一
一
酸
化
窒
素

nitric
o
x
i
d
e

符
号

N
O
、

三
酸
化
窒
素

nitrogen
trioxide
符
号
Z
2
O
a
、
四
酸
化
窒
素

nitrogen p
e
r
o
x
i
d
e
符
号

N
2
0
,
{
N
0
2
)
を
記
載
し
、
続
い
て

窒
素
お
よ
び
水
素
の
化
合
物
、
ア
ム
モ
ニ
ア

a
m
m
o
n
i
a
符

号
N
H
,
を
記
し
た
。

第
五
章
で
は
、
炭
素

c
a
r
b
o
n

符
号

C
と
炭
素
と
酸
素

の
化
合
物
、
二
酸
化
炭
素
c
a
r
b
o
n
dioxide

符
合

c
o
,
と

一
酸
化
炭
素

c
a
r
b
o
n
m
o
n
o
x
i
d
e

符
合

C
O
お
よ
び
炭
水

二
素
の
化
合
物
、
有
機
化
合
物
、
メ
セ
ー
ン
、
沼
気
、

m
e
t
h
,
 

符
合

C
H
,

工
セ
リ
ー
ン
、
生
油
気
、
重
炭
化
水
素

ア
セ
チ
リ
ン
、

acet
,
 

y
l
e
n
e
 

符
合

C
2
H

`
 

符
合

C
2
H
2
お
よ
び
煤
気
又
は
石
炭
ガ
ス

coal
gas
、

サ
イ
ヤ
／
ゼ
ン
ガ
ス
、
青
素
、

c
y
a
n
o
g
e
n
gas
、
d
i
c
y
a
n
o
,
 

g
e
n

符
合

C
2
N
2
を
説
明
し
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
物
質
の
燃
焼
と
焔
の
構
造
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。

a
n
e
 

に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
塩
素

chlorine

符
合

Cl
、
塩

化
水
素
及
び
塩
酸

h
y
d
r
o
g
e
n
chloride
、
h
y
d
r
o
c
h
l
o
r
i
c

acid
、
H
C
I
、
こ
こ
に
硝
塩
酸
又
は
王
水

nitro
,
 
h
y
d
r
o
c
h
l
o
 ,
 

ric 
acid
、
a
q
u
a
regia
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
塩
素
と
酸
素

の
化
合
物
、
塩
素
酸
類
が
記
載
さ
れ
る
。

臭
素

b
r
o
m
i
n
e

符
号

B
r、
沃
素
及
び
沃
度

iodine

符
号

I、

沃
化
水
素
ま
た
沃
酸
h
y
d
r
o
i
o
d
i
c
acid 

弗
素

fluorine

符
号

F
、
化
合
物
弗
化
水
素

hydrollu
,
 

oric acid

符
合

H
F
、

塩
・
臭
．
沃
．
弗
、
四
元
素
の
関
係
、
ハ
ロ
ゲ
ン
元
素
の
類
似

し
た
性
質
に
触
れ
て
い
る
。

第
八
章
で
は
倍
数
化
合
律

L
a
w
of multiple p
r
o
p
o
r
t
i
o
n
 

倍
数
比
例
の
法
則
の
説
明
。
原
子
説

A
t
o
m
i
c
t
h
e
o
r
y
、
気

体
の
化
合
容
量
A
v
o
g
a
d
r
o
'
s
h
y
p
o
t
h
e
s
i
s
、
元
素
の
分
子
説
、

M
o
l
e
c
u
l
e
s
 of e
l
e
m
e
n
t
s
、
発
生
機
の
気
体
、

n
a
s
c
e
n
t
gas 

和
価
、
v
a
l
e
n
c
e
(
原
子
価
）
等
の
重
要
な
法
則
の
説
明
が
あ
る
。

第
九
章
で
は
、
硫
黄

S
u
l
p
h
u
r

符
号

S
、
硫
黄
及
び
酸
素

の
化
合
物
、
硫
酸

sulfuric
acid

符
号

H
,
s
o
,
、
硫
黄
及

び
炭
素
の
化
合
物
、
二
硫
化
炭
素

c
a
r
b
o
n
bisulphide 

符
号

c
s
,
、
摂
素
s
e
l
e
n
i
u
m

符
号

S
e

お
よ
び
的
素

tel
,
 

l
u
r
i
u
m

符
号
T
e
に
つ
い
て
の
説
明
。
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第
十
章
で
は
、
珪
素
silicone

符
号
Si
、
珪
素
化
合
物
、

珪
酸
silicic
a
c
i
d

符
号
H
4
S
i
0
4
お
よ
び
硼
素
b
o
r
o
n

符

号
B‘

硼
酸
b
o
r
i
c
a
c
i
d
、
H
,
B
O
:
i
の
説
明
。

第
十
一
章
で
は
、
燐
p
h
o
s
p
h
o
r
u
s

符
号
P
と
燐
酸

p
h
o
s
p
h
o
r
i
c
 a
c
i
d

硲
は
万

H
:
i
P
O
,
の
説
明
、
お
よ
び
燐
と

水
素
と
の
化
合
物
P
H
,
の
説
明
。

第
十
二
章
で
は
、
砒
素
a
r
s
e
n
i
c

符
号
A
s
お
よ
び
砒
素

化
合
物
の
説
明
。
砒
素
と
酸
素
と
の
化
合
物
、
砒
酸
類
、
砒

素
と
水
素
と
の
化
合
物
、
砒
化
水
素
、
お
よ
び
砒
素
と
硫
黄

と
の
化
合
物
、
硫
化
砒
素
の
説
明
。
砒
素
ノ
鑑
識
法
（
定
性

分
析
法
）
の
説
明
。

付
録
度
量
衡
比
較
表

第

一

部

第

2
項
化
学
基
礎
知
識

物
理
学
と
化
学
の
違
い
の
説
明
。
化
学
現
象
の
説
明
、
物
理
的

変
化
と
化
学
的
変
化
、
水
の
電
気
分
解
の
図
あ
り
。

＊
混
合
物
と
化
合
物
と
の
区
別
五
釈
粉
と
硫
黄
粉
の
混
合
物
は
、

加
熱
す
る
と
色
が
黒
く
な
る
11
化
学
反
応
で
硫
化
鉄
が
出
来

る。＊
元
素
の
化
合
比
量

元
素
の
種
類
1163
種
で
、

定
比
例
の
法
則
の
説
明

非
金
属
元
素
と
金
属
元
素
に
分
け
ら

れ
る
。

符
号
11
元
素
記
号
、
化
合
量
11
原
子
量
を
化
合
量
で
記
述
し
て

い
る
。
元
子
11
原
子
、
元
子
を
使
用
し
て
い
る
。
（
原
子
と
す

べ
き
で
あ
る
。
）

親
和
力
、
愛
力
11
親
和
力
、

affinity
の
翻
訳
で
あ
る
。

元
素
表
に
は
非
金
属
元
素
15
種
と
金
属
元
素
4
1
種
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
例
を
示
す
。

名

称

英

名

符

号

原

子

量

（

化

合

量

）

を

示

す

。

塩
素

C
h
l
o
r
i
n
e

C
l
 

3
5
.
5

現
行
の
原
子
量
3
5
.
4
5
3

ヂ
ヂ
ミ
ュ
ム
D
i
d
y
m
i
u
m

Di 

4
 7

仮
想
元
素
で
あ
る
。

エ
ル
ビ
ュ
ム
E
r
b
i
u
m

E
r
 

1
6
9
 

(
ラ
ン
タ
ノ
イ
ド
）

希
ガ
ス
元
素
H
e
,
Ar, 
X
e
,
 R
n
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
。
名
称
の
よ
み
方
は
英
語
読
み
で
あ
る
。
ラ
ン
サ
ナ
ム
11

L
a
n
t
h
a
n
u
m
符
号
で
塩
素
に

C
L
,
Cl
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

反
応
式
に
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部
各
論

第
一
章
酸
素
と
水
素

第
1
項
酸
素
〇
、
化
合
量
1
6
、
原
子
量
1
6
。

本
章
で
は
原
本
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
。

所
在
益
取
も
広
く
多
量
に
存
在
す
る
元
素
で
あ
る
。
水
素
と
化
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反
応
し
て
水
素
ガ
ス
が
発
生
す
る
。
（
第
1
図）

2
K
 +
 
2
H
,
O
 1
1
 
2
K
O
H
 +
 
H
,
 

2
N
a
 +
 
2
H
2
0
 11 
2
N
a
O
H
 +
 
H
,
 
(第
1
図
の
化
学
反
応
）

3
F
e
 
+
 
4
H
2
0
 1
1
 F
e
3
0
,
 十

2
H
2

た
だ
し
鉄
粉
は
高
温
に
加

熱
す
る
必
要
あ
り
。

通
常
は
亜
鉛
、
ま
た
は
鉄
に
希
硫
酸
を
加
え
る
反
応
を
用
い
る
。

Z
n
 +
 
H
,
S
O
,
 =
 N
 nS
O
,
 十

H
,

(第
2
図
の
化
学
反
応
）
。

F
e
 
+
 
H
,
S
O
,
 1
1
 F
e
S
O
,
 十

H
,

(
水
素
ガ
ス
の
製
法
）

性
質
ら
央
・
味
と
も
に
無
い
、
無
色
透
明
な
気
体
。
最
も
軽
い

気
体
で
あ
り
、
拡
散
し
や
す
い
。

動
・
植
物
の
生
活
を
補
続
し
な
い
。
点
火
す
れ
は
光
輝
な
き
炎

を
放
ち
燃
焼
し
水
と
な
る
。
炎
の
温
度
は
高
温
で
あ
る
。

水
素
五
酸
素
を
ー

:
2
で
混
合
し
た
気
体
は
爆
鳴
す
る
。

l
g

の
水
素
は
燃
焼
し
て
多
量
の
熱
を
発
す
。
（
水
素
ー
モ
ル
の
燃

焼
熱

2
8
4
K
J
/
m
o
l
で
あ
る
。
）

試
験
法
；
°
種
の
記
載
あ
る
が
略
す
。

来
歴
？
l
6
0
0
年
代
に
P
a
r
a
c
e
l
s
u
s
に
よ
り
発
見
さ
れ
た

元
素
で
あ
る
。

1
7
6
6
年
C
a
v
e
n
d
i
s
h
に
よ
り
性
質
が
調
べ
ら
れ
、
「
可
燃

性
気
体
」
と
名
づ
け
た
。

効
用
丘
日
時
は
軽
気
球
を
滴
た
す
気
体
と
し
た
。
高
級
金
属
の

第
二
章
気
体
の
容
量
を
算
定
す
る
法
（
以
下
の
章
は
簡
略
に

記
載
し
た
）

ー
．
気
体
の
温
度
に
よ
り
膨
張
は
如
何
に
変
化
す
る
か
。

2
．
気
体
の
圧
力
の
変
化
に
よ
る
容
量
の
変
化
に
関
す
る
法
則
。

ボ
イ
ル
B
o
y
l
法
則

(
1
6
6
2
年
発
見
）
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

M
a
r
i
o
t
e
e
'
s
 l
a
w
と
言
う
。

(
1
6
7
9
年
発
見
）
。
（
略
す
）

第
三
章
水
素
と
酸
素
の
化
合
物

水
と
過
酸
化
水
素

H
,
O
、
H
2
0
2

第
1
項
．
一
酸
化
水
素
、
水

所
在
こ
遊
離
し
た
水
（
海
水
、
河
水
、
泉
水
、
井
水
等
）
、
地

球
表
面
の
2
/
3
を
覆
っ
て
い
る
。
動
物
、
植
物
体
内
の
水
。

製
法
~
水
素
ガ
ス
と
大
気
と
の
燃
焼
、

2
H
2
十

o,
11 
2
H
2
0
 

C
u
O
 +
 
H
,
 11 
C
u
 +
 
H
2
0
 

F
e
,
0
3
 
+
 
3
H
2
 11 
2
F
e
 
+
 
3
H
2
0
 
(第
3
圏
の
化
学
反
応
）

酸
化
鉄
を
詰
め
た
反
応
管
に
加
熱
下
、
水
素
ガ
ス
を
流
す
。

純
粋
な
水
は
蒸
留
器
を
使
用
す
る
方
法
で
得
ら
れ
る
、
硝
子
蒸

留
器
法
。

熔
融
に
酸
水
素
炎
を
用
い
る
。

-9-



水
の
成
分
酸
素
水
素
水

ー
．
水
の
電
気
分
解
で
こ
の
割
合
を
確
認
。
陽
極
側
に
酸
素
ー

容
量
、
陰
極
側
に
水
素
2
容
量
と
な
る
。

2
．
イ
ウ
ジ
オ
メ
ー
ト
ル
（
堅
固
な
る
硝
子
管
に
度
メ
モ
リ
を

刻
み
、
そ
の
上
端
に

2
本
の
白
金
線
を
穿
通
し
て
密
に
こ
れ
を

熔
固
し
た
る
管
に
水
銀
を
満
た
し
、
水
銀
槽
中
に
倒
立
し
て
、

こ
れ
に
純
粋
の
水
素
を
送
入
し
、
そ
の
容
量
を
精
密
に
測
定
す

る
。
次
に
酸
素
を
添
入
し
、
ま
た
そ
の
容
量
を
精
密
に
測
定
す

べ
し
。
酸
素
、
水
素
の
量
は
イ
ウ
ジ
オ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
の
半

1
8
 

N 
重
量

N 

1
6
 

容
量
イ．

ロ
J ¥. 

水素の発生装置

酸化鉄を詰めたガラス管

生成した水を集める装置

第3図 酸化鉄と水素との反応で

水を生成する実験。

分
と
す
る
。
管
の
下
口
は
樹
脂
で
閉
じ
て
お
く
。
第
4
図
の
様

に
配
置
し
て
、
白
金
線
に
導
線
を
つ
な
ぎ
、
電
源
と
つ
な
ぐ
。

管
の
下
に
は
水
銀
槽
を
盾
き
、
こ
れ
に
倒
立
す
る
。
電
源
よ
り

通
電
す
る
と
、
白
金
線
で
の
ス
パ
ー
ク
に
よ
り
酸
素
と
水
素
が

反
応
し
て
水
が
で
き
る
。
管
を
室
温
に
し
て
、
管
内
に
水
銀
が

流
入
し
た
量
を
測
定
す
る
。

内
部
の
残
っ
て
い
る
空
間
（
ガ
ス
が
残
っ
て
い
る
）
を
調
べ
る
。

こ
の
実
験
に
よ
り
酸
素
と
水
素
が
1
:
2
容
で
反
応
す
る
こ
と

が
分
か
る
。

水
の
重
量
成
分
の
分
析
法

黒
色
酸
化
銅
若
干
量
を
反
応
管
に
と
り
、
こ
れ
を
熱
し
て
純
粋

の
水
素
を
通
じ
て
反
応
さ
せ
る
。

C
u
O
 +
 
H
2
 1
1
 
C
u
 +
 
H
2
0
 

反
応
後
、
銅
の
重
量
変
化
お
よ
び
生
成
し
た
水
の
重
量
を
測
定

す
る
。

第4図 イウジオメート

ルを使用して、水素と酸

素の反応を調べる図
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性
質
と
無
色
、
無
臭
、
無
味
、
水
の
厚
い
層
は
青
色
を
帯
び
る
。

水
は
0
。C
で
凍
結
、

l
o
o。C
で
沸
騰
、

4

。C
で

lcm3
11 
!
g
r
、

氷
は

lcm3
11 0
.
9
g
r
、
氷
は
水
上
に
浮
く
。

水
蒸
気
の
緊
張
力
（
蒸
気
圧
）
と
い
う
。
水
は
蒸
発
し
て
水
蒸

気
と
な
る
、
こ
の
蒸
発
す
る
力
を
い
う
。

多
く
の
物
質
を
溶
解
す
る
性
質
は
大
き
い
（
溶
解
性
）
、
結
晶

化
の
溶
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

結
晶
水
と
は
、
水
分
子
と
塩
類
と
の
化
合
に
よ
り
独
特
の
色
彩

を
も
つ
結
晶
が
出
来
る
。
結
晶
に
含
ま
れ
る
水
を
結
晶
水
と
い

二つ白
色
粉
C
u
S
O
,
十

S
H
,
O
1
1
 C
u
S
O
,
 ・
5
H
2
0
青
色
結
晶

結
晶
を
加
熱
す
る
と
水
が
蒸
発
し
て
無
く
な
る
も
の
も
あ
る

ー
風
化
と
い
う
。

＊
金
属
酸
化
物
と
水
の
反
応

K
,
O
 
+
 
H
,
O
 11 
2
K
O
H
,
 

C
a
O
 
+
 
H
2
0
 1
1
 
C
a
 (
O
H
)
,
 

酸
化
カ
リ
ウ
ム
水
酸
化
カ
リ
ウ
ム

酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ
ム

＊
硬
水
は
6
/
1
0
0
0
0
量
以
上
の
塩
類
を
含
む
水
で
、
石
け
ん

水
は
白
い
沈
殿
を
生
す
る
。
飲
用
不
可
。

軟
水
は
6
/
1
0
0
0
0
量
以
下
の
塩
類
を
含
む
水
、
飲
用
可
で
あ
る
。

一
時
硬
水
-
C
a
,

M
g
の
炭
酸
塩
を
溶
解
し
て
い
る
も
の
。
加

熱
に
よ
り
沈
殿
を
生
じ
軟
水
化
す
る
。

永
久
硬
水
ー
硫
酸
塩
類
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
塩
類
を
多
く
含
む
水
。

加
熱
し
て
も
沈
殿
し
な
い
。

＊
天
然
水

ー
．
雨
水
酸
素
、
窒
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
塩
、
食
塩
、
有
機

物
を
含
む
こ
と
あ
り
。

2
．
河
川
水
川
の
通
過
す
る
所
の
地
質
に
依
存
し
た
塩
類
を

含
む
。
硝
酸
塩
、
亜
硝
酸
塩
、
ア
ン
モ
ニ
ア
塩
、
炭
酸
塩
、
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
炭
酸
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
硫
酸
塩
、
食
塩
、
鉄

塩
類
等
を
含
む
。

3
．
井
水
岩
石
の
質
に
よ
り
含
有
さ
れ
る
塩
類
は
決
ま
る
。

4
．
鉱
水
ミ
ネ
ラ
ル
水
、

甲
炭
酸
水
、
乙
ア
ル
カ
リ
水
（
童
炭
酸
塩
を
含
む
）

丙
塩
水
鉄
水
、
マ
グ
ネ
シ
ア
水
、
硫
酸
ソ
ー
ダ
水

丁
珪
酸
水
珪
酸
ア
ル
カ
リ
を
含
む

5
．
海
水

3
.
6
/
1
0
0
量
の
固
形
物
を
含
む
。

2
.
7
%
の
食
塩

を
含
む
、

0
。C
で
比
童

1
.
0
9
7
5

＊
飲
用
水
無
色
無
臭
の
清
澄
な
水
。

第
2
項
過
酸
化
水
素

H
2
0
2

製
法
羞
a
0
2

+
 
H
,
S
0
4
 11 
B
a
S
0
4
十

H
2
0
2
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第

四

章

室

素

符

号

Z

原
子
量
1
4

所
在
る
窒
素
は
遊
離
し
て
酸
素
と
浪
ざ
り
、
大
気
中
の
4
/
5

を
占
め
て
い
る
。
ま
た
化
合
物
と
し
て
硝
酸
お
よ
び
ア
ン
モ
ニ

ア
と
な
り
、
多
数
の
塩
類
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
動
物
・
植

物
体
の
主
要
な
成
分
を
形
成
し
て
い
る
。

製
法
？
H
片
に
燐
を
載
せ
て
水
の
入
っ
た
皿
の
中
に
浮
か
ぺ
、

3
H
2
0
 

過
酸
化
バ
リ
ウ
ム
に
稀
硫
酸
を
反
応
さ
せ
る
と
過
酸
化
水
素
水

が
で
き
る
。
こ
れ
を
排
気
鐘
の
中
で
蒸
発
さ
せ
て
漑
縮
す
る
。

無
色
無
臭
油
状
の
流
体
、
苦
味
あ
り
。

性
質
こ
徊
物
色
素
を
酸
化
源
白
す
る
。
過
酸
化
水
素
は
分
解
し

易
い
。
加
温
で
爆
発
す
る
。
金
、
銀
の
粉
末
に
よ
り
過
酸
化
水

素
の
分
解
が
促
進
さ
れ
る
。

A
g
,
O
 +
 H
,
O
,
 11 
2
A
g
 +
 H
,
O
 +
 
o, 
還
元
反
応

鑑
識
：
］

H
2
0
2
溶
液
に
1
1
2
滴
の
硫
酪
を
加
え
て
、
酸

性
と
し
、
エ
ー
テ
ル
、
ク
ロ
ム
酸
カ
リ
ウ
ム
液
を
加
え
て
振
盪

す
る
。
ユ
ー
テ
ル
は
青
色
に
変
色
す
る
。

2

沃
化
カ
リ
ウ
ム
溶
液
に
硫
酸
鉄
F
e
S
O
,
を
加
え
る
と
、

沃
素
I
z

を
分
離
す
る
。

4
K
I
 +
 2
F
e
S
0
4
十

3
H
,
O
,
11 
2
K
2
S
0
,
 +
 21, +
 F
e
2
0
3
十

こ
れ
を
ガ
ラ
ス
ベ
ル
で
覆
う
。
大
気
中
の
酸
素
は
燐
と
反
応
し
、

内
部
に
は
窒
素
ガ
ス
が
残
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
水
に
塩
素
を
通
じ
、
窒
素
を
遊
離
さ
せ
る
。

4
N
H
3
 +

3
ぷ
笞
l211
3
N
H
4
C
I
 +
 l
/
2
N
2
 

性
質
ら
窒
素
は
無
色
・
無
味
・
無
臭
の
気
体
で
あ
り
、
補
燃
性

お
よ
び
可
燃
性
は
な
い
。
大
気
に
比
べ
た
比
蛍
0
.
9
7
1
3
、
大

気
よ
り
軽
い
気
体
。
化
学
的
性
質
は
安
定
し
て
、
反
応
性
は
低

い
。
市
性
な
し
、
但
し
窒
素
ガ
ス
中
で
は
動
植
物
は
直
ち
に
空

息
す
る
。
酸
欠
状
態
に
よ
る
呼
吸
停
止
で
あ
る
。

来
歴
：

1
7
7
2
年・
R
a
t
h
e
r
F
o
r
d
が
窒
素
ガ
ス
を
大
気
中
よ

り
分
離
・
製
取
す
る
。

第

1
項

大

気

T
h
e
A
t
m
o
s
p
h
e「
e

大
気
の
定
義
＂
地
球
を
包
囲
す
る
所
の
気
体
で
あ
り
、
地
面
よ

り
約
8
万

m
（
二
十
里
）
の
外
ま
で
存
在
す
る
も
の
で
、
他
の

地
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
大
気
の
酸
素
と
窒
素
の
分

量
の
比
は
殆
ど
一
定
で
あ
る
。
次
の
実
験
は
こ
の
事
実
を
確
か

め
る
も
の
で
あ
る
。

］
事
酸
素
ガ
ス
1
容
と
窒
素
ガ
ス
4
容
を
混
合
し
て
も
、
発
熱
・

化
合
は
し
な
い
。
容
燐
は
5
容
を
保
ち
、
大
気
と
同
じ
で
あ
る
。

2
．
酸
素
、
窒
素
の
分
以
は
化
学
律
に
違
背
し
て
い
る
。
酸
素
、

窒
素
の
二
素
の
量
は
そ
の
化
合
量
お
よ
び
そ
の
倍
数
に
比
例
せ
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ず
、
ま
た
両
素
の
比
例
は
時
に
よ
り
少
し
異
な
る
こ
と
あ
り
。

3
．
少
量
の
水
と
大
気
を
共
に
振
盪
す
る
と
、
大
気
は
少
し
水

に
溶
解
す
る
。
そ
の
水
を
加
熱
・
沸
騰
す
る
と
大
気
が
再
び
放

出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
集
め
て
調
べ
る
と
、
二
気
体
の
割
合
は
通

常
の
気
体
の
も
の
と
は
違
っ
て
い
る
。
酸
素
l
容
に
窒
素
ー
・

8
7
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
酸
素
が
水
に
溶
け
る
量
が
窒
素
よ
り

多
い
た
め
で
あ
る
。

大
気
中
存
在
す
る
酸
素
、
窒
素
の
割
合
は
つ
ぎ
の
様
で
あ
る
。

重

量

容

量

酸
素

2
0
.
8
%

窒
素

7
7
%

7
9
.
1
9
%
 

4
．
最
も
精
密
な
測
定
法
は
「
イ
ウ
ジ
オ
メ
ー
ト
ル
」
を
使

用
し
て
、
大
気
に
含
ま
れ
る
酸
素
と
、
そ
れ
と
化
合
す
る
水
素

を
加
え
て
、
電
気
ス
パ
ー
ク
で
着
火
し
爆
発
化
合
す
る
方
法
で

あ
る
。

通
常
の
実
験
で
は
、
乾
燥
し
た
純
粋
な
大
気
を
灼
熱
し
た
銅

屑
上
に
通
じ
て
酸
素
を
除
き
、
遊
離
し
た
窒
素
を
真
空
の
容
器

内
に
導
き
、
そ
の
重
蟄
を
測
定
す
る
。
銅
屑
の
重
量
の
増
加
分

は
酸
素
の
重
量
に
依
っ
て
い
る
。

＊
大
気
中
の
酸
素
、
窒
素
以
外
の
雑
物
は
つ
ぎ
の
も
の
で
あ

る
。
（
略
す
） 2

3
%
 

第
2
項
．
酸
素
と
窒
素
の
化
合
物

五
種
の
化
合
物
が
あ
る
。

名

称

化

学

式

一
酸
化
窒
素

N
,
O

二
酸
化
窒
素

Z
O

＿
―
-
酸
化
窒
素

N
,
0
3

四
酸
化
窒
素

N
O
,

五
酸
化
窒
素

Z
,
O
s

硝
酸

H
N
0
3

第
3
項
．
硝
酸

nitric
a
c
i
d
 
H
N
0
3

分
子
量
7
3

所
在
こ
遊
離
し
て
大
気
中
に
存
在
す
る
。
（
大
気
中
で
の
雷
の

放
電
に
よ
り
Z
2
+

o, ↓
 H
N
0
3
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
）

常
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
と
化
合
し
て
広
く
存
在
す
る
。

硝
化
細
菌
の
働
き
に
よ
り
古
い
乾
燥
し
た
土
に
は
C
a
(
N
0
3
)
,

が
含
ま
れ
て
い
る
。

含
窒
有
機
物
が
腐
敗
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア
を
発
生
さ
せ
る
。
ア
ン

モ
ニ
ア
は
硝
化
細
菌
に
よ
り
酸
化
さ
れ
て
硝
酸
塩
と
な
る
。
地

中
で
は
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
を
製
す
る
。
井
水
中
に
多
少
硝
酸
塩

が
含
有
さ
れ
る
。

来

歴

る
e
b
e
r

硝
石
、
明
蓉
、
丹
蓉
よ
り
精
製
し
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。

当
今
は
G
l
a
u
b
e
r
の
方
法
に
よ
り
生
産
し
て
い
る
。

対
応
し
た
酸

欠欠

亜
硝
酸

H
N
0
2

欠
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N
2
0
5
 

製
法
こ
乾
燥
し
た
硝
酸
銀
を
6
0
。C
に
熱
し
て
、
こ
れ
に
乾
燥

し
た
塩
素
ガ
ス
に
曝
す
。
反
応
後
冷
却
し
結
晶
化
す
る
。

性
質
こ
ヰ
酸
化
窒
素
の
結
晶
は
白
色
六
面
柱
状
で
、

3
0
。C
で

熔
融
し
て
、

4
0
-
5
0
。C
で
分
解
す
る
。
水
と
は
激
し
く
熱

を
発
し
て
化
合
し
て
硝
酸
を
生
成
す
る
。

第

5
項

一

酸

化

窒

素

亜

酸

化

窒

素

o
x
i
d
e
.
 
N
2
0
 

製
法

7
丸
底
フ
ラ
ス
コ
に
硝
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
の
結
晶
を
入
れ

る
。
こ
れ
を
徐
々
に
加
熱
す
る
と
、
結
晶
は
熔
融
し
て
分
解
し
、

沸
騰
し
て
N
2
0
を
発
生
す
る
。
こ
れ
を
水
を
滴
た
し
た
シ
リ

ン
ダ
ー
を
倒
立
し
、
こ
れ
に
反
応
フ
ラ
ス
コ
か
ら
の
ガ
ラ
ス
管

を
差
し
込
む
。
笑
気
は
水
と
置
換
し
、
メ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
中
に

貯
ま
る
。

笑
気

N
i
t
r
o
u
s
 

（
自
然
界
に
は
硝
酸
塩

(
C
a
塩
）
が
乾
燥
し
た
土
壌
中
に
蓄
積

し
て
い
る
。
こ
れ
を
灰
処
理
に
よ
り
カ
リ
ウ
ム
塩
（
硝
石
）
と

し
て
火
薬
生
産
に
使
用
し
た
。
）

効
用
は
阻
酸
は
金
属
を
溶
解
す
る
力
が
強
く
、
こ
れ
を
化
学

お
よ
び
工
学
上
に
広
く
使
用
し
て
い
る
。

附
論
酸
、
塩
基
、
塩
類
の
定
義
、
説
明
あ
り
。
（
略
す
）

第

4
項

五

酸

化

窒

素

無

水

硝

酸

n
i
t
r
o
g
e
n
p
e
n
t
o
x
i
d
e
.
 

性
質
~
無
色
透
明
な
気
体
、
や
や
甘
味
あ
り
、
比
重
1
.
5
3
、

同
容
の
冷
水
に
溶
解
し
て
、

7
。C
に
お
い
て

50
気
圧
を
受
け
れ

ば
、
比
重
0
.
9
3
6
の
液
体
に
変
わ
る
。

真
空
中
で
速
や
か
に
蒸
散
さ
せ
る
と
、
そ
の
熱
度
は
下
が
り

マ
イ
ナ
ス

1
4
0
。C
に
な
る
。
こ
の
気
体
は
熱
に
よ
り
容
易
に

分
解
し
て
酸
素
を
放
出
す
る
。
補
燃
性
は
強
い
。
こ
の
気
体

を
吸
入
す
れ
ば
精
神
を
高
揚
さ
せ
る
。
酒
に
酔
っ
た
状
態
に
な

る
。
喜
笑
い
は
自
ら
止
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
故
に
笑
気
と

い
う
。

来
歴
：
1
7
7
2
年

P
r
i
e
s
t
l
e
y
発
見
す
る
。

効
用
芦
外
科
医
は
し
ば
し
ば
こ
れ
を
使
用
し
て
手
術
を
お
こ

な
う
。

第
6
項
．
二
酸
化
窒
素

Nitric
o
x
i
d
e
,
 N
O

分
子
量
3
0

製
法
：
ガ
ラ
ス
瓶
に
銅
屑
を
入
れ
、
こ
れ
に
水
お
よ
び
硝
酸

を
注
ぐ
。
発
生
し
た
気
体
を
冷
水
上
で
捕
集
す
る
。

性
質
;
無
色
透
明
の
気
体
、
大
気
ま
た
は
酸
素
に
触
れ
れ
ば

酸
化
さ
れ
忽
ち
赤
褐
色
に
な
る
。
比
重
1
.
0
3
9
、
水
に
溶
解
せ
ず
。

来
歴
：
1
7
7
2
年

P
r
i
e
s
t
l
e
y

N
O
を
発
見
し
た
。

（
以
下
を
略
す
）

第
7
項
窒
素
と
水
素
の
化
合
物

ア
ン
モ
ニ
ア
A
m
m
o
n
i
a
,
N
H
3
分
子
量
1
7
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コ
ー
ク
ス
、
石
炭

最
も
普
通
な
も
の
は
木
炭
で
あ
る
。
油
煙
、

ガ
ス
、
骨
炭
、
石
炭
等
も
こ
れ
に
属
す
。

気
炭
タ
ー
ル
、
石
炭
ガ
ス
の
製
造
所
で
石
炭
を
乾
留
す
る
時

に
鉄
鍋
の
内
壁
に
付
着
す
る
堅
硬
緻
密
な
炭
素
で
あ
り
、
導
電

性
あ
る
を
以
て
電
池
、
電
気
燈
に
用
い
る
。

骨
炭
、
骨
を
密
閉
容
器
内
で
加
熱
し
て
、
そ
の
残
留
し
た
炭
を

塩
酸
で
灰
分
を
除
去
し
て
製
し
た
も
の
。
砂
糖
の
精
製
に
脱
色

剤
と
し
て
使
用
す
る
。
水
の
濾
過
に
も
使
用
す
る
。

石
炭
天
然
に
産
出
す
る
と
こ
ろ
の
不
純
な
炭
素
で
あ
り
、
水

素
、
酸
素
、
窒
素
を
含
む
。
こ
れ
は
植
物
質
の
天
然
に
炭
化
し

た
も
の
で
あ
る
。

炭
素
無
味
無
臭
、
こ
れ
を
溶
解
す
る
溶
媒
、
溶
融
す
る
方
法

は
な
い
。

炭
素
は
熱
に
よ
り
酸
素
と
化
合
す
る
た
め
に
、
酸
化
金
属
を
還

元
し
て
金
属
を
製
す
る
に
使
用
す
る
。

第
1
項
炭
素
と
酸
素
の
化
合
物

c
o
と

co,

酸
化
炭
素
、
炭
酸
気
、

co,

(
以
下
略
す
）

酸
化
炭
素

c
o

(
以
下
略
す
）

第
2
項
炭
素
と
水
素
の
化
合
物

炭
化
水
素

H
y
d
r
o
c
a
r
b
o
n
,

メ
タ
ン
、
沼
気
、

m
e
t
h
a
n
e
、
C
H
,
、

エ
チ
レ
ン
、
生
油
気

乙 甲 Olefiant gas, E
t
h
y
l
e
n
e
,
 C
2
H
4
 

所
在
こ
沼
気
に
混
じ
り
石
炭
坑
中
に
存
在
す
る
。

ア
セ
チ
レ
ン
、

A
c
e
t
h
y
l
e
n
e
、

C
2
H
2

水
素
ガ
ス
中
に
コ
ー
ク
ス
に
電
気
を
通
ず
る
。

2
C
 +
 
H
,
，↓ 
C
2
H
2
 
(
電
気
ス
パ
ー
ク
）

有
機
物
燃
焼
不
充
分
な
る
と
き
に
生
す
？

カ
ー
バ
イ
ト
（
炭
化
カ
ル
シ
ウ
ム
）

C
a
C
2
 
+
 
2
H
2
0
↓
 C
a
 (
O
H
)
,
 
+
 
C
2
H
2
 

タ
ー
ル
有
機
合
成
の
原
料
に
な
る
。
煤
気
の
性
質
；
石
炭
の

種
類
で
変
わ
る
。
蒸
留
の
温
度
に
よ
り
成
分
が
変
わ
る
。
比
重

0
 .
3
4
 
1
 0.
6
5
。

煤
気
の
成
分
表

水

素

湿

気

3
5
.
9
4
 

5
0
.
0
5
 

4
1
.
9
9
 

3
2
.
8
7
 

1
2
.
8
9
 

第
六
章
燃
焼
及
び
焔
の
構
造

燃
焼
と
は
熱
お
よ
び
光
を
発
す
る
所
の
化
学
的
作
用
を
言
う
。

し
か
し
通
常
目
に
す
る
も
の
は
物
体
と
大
気
中
の
酸
素
と
の
化

合
す
る
作
用
で
あ
る
。
そ
し
て
物
体
が
燃
焼
す
る
と
気
体
状
と

な
る
と
き
は
、
必
ず
焔
が
発
生
す
る
。
こ
の
気
体
の
質
に
よ
り

0
 .3
2
 

1
0
.
0
7
 

c
o
 

co, 
1.19 
重
炭
化
水
素

10.81 

3
.
8
1
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第
七
章
塩
素

所
在
;
天
然
に
遊
離
の
も
の
は
無
い
。
常
に
金
属
と
化
合
し
て

存
在
す
る
。
殊
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
化
合
し
て
食
塩
と
な
り
、
多

量
に
存
在
す
る
。
そ
の
他
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
等
と
化
合
し
て
鉱
泉
、
海
水
中
に
存
在
す
る
。

来
歴
？
l
7
7
4
年

S
c
h
e
e
l
e
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
。

1
8
0
9
年

G
a
y
L
u
s
s
a
c
、
T
h
e
n
a
r
d
に
よ
り
元
素
で
あ
る

こ
と
を
証
明
し
、
「
ク
ロ
リ
ン
」
と
命
名
し
た
。

第

1
項
．
塩
化
水
素
、
塩
酸
H
y
d
r
o
g
e
n
chloride, 
H
y
d
r
o
 ,
 

c
h
l
o
r
i
c
 acid, 
H
C
l
 

所
在
こ
塩
化
水
素
は
少
置
で
あ
る
が
噴
火
山
の
噴
気
中
お
よ
び

動
物
の
胃
液
中
に
存
在
す
る
。

塩
素
と
酸
素
の
化
合
物

一
酸
化
塩
素

C
h
l
o
r
i
d
e
m
o
n
o
x
i
d
e
 
C
l
2
0
 

C
h
l
o
r
i
n
e
 

そ
の
焔
の
光
の
明
ら
か
な
も
の
が
生
す
る
。
ま
た
は
そ
の
熱
度

（
燃
焼
温
度
）
の
高
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
温
度
が
高
い
も
の
は
、

光
輝
は
い
た
っ
て
少
な
い
。

蝋
燭
の
炎
の
構
造
~
内
部
よ
り
、
1

．
焔
心
、
2

．
気
体
の
未

燃
焼
の
部
分
、

3
．
光
輝
を
発
す
る
最
も
著
明
な
部
分
、
還
元

焔
、
内
焔
、

4
．
最
外
部
、
酸
化
焔
、
外
焔
よ
り
成
る
。

こ
の

製
法
益
歩
一
酸
化
水
銀
と
塩
素
と
の
反
応
に
よ
り
製
す
。

2
H
g
0
 +
 
2
C
l
2
 11 
C
l
2
0
 
+
 
H
g
,
O
C
1
2
 

三
酸
化
塩
素
C
h
l
o
r
i
n
e
t
r
i
o
x
i
d
e
 
C
l
,
0
3
 

三
酸
化
塩
素
は
一
＝
酸
化
ヒ
素
と
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
お
よ
び
稀
硫

酸
を
混
和
し
て
製
す
る
。

A
s
2
0
3
 

+
 
2
K
C
I
0
3
 
+
 
2
H
2
S
0
4
十

2
H
2
0
11 
2
K
H
S
0
4
十

2
H
3
A
s
0
4
十

C
l
2
0
3

四
酸
化
塩
素

C
h
l
o
r
i
n
e
P
e
r
o
x
i
d
e
 
C
l
0
2
 

四
酸
化
塩
素
は
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
に
硫
酸
を
加
え
て
製
す
る
。

3
K
C
l
0
3
 
+
 
2
H
2
S
0
4
 1
1
 
K
C
l
0
4
十

2
K
H
S
0
4
十

2
C
l
0
2
十

H
2
0
 

塩
素
酸

C
h
l
o
r
i
c
acid, 
H
C
I
0
3
 

塩
素
酸
は
い
ま
だ
に
純
粋
な
も
の
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

水
溶
液
を
作
る
に
は
、
稀
硫
酸
を
以
て
塩
素
酸
バ
リ
ウ
ム
を
分

解
す
る
。

B
a
(
C
l
0
3
)
2
 
+
 
H
,
S
0
4
↓
 B
a
S
O
,
 十

2
H
C
l
0
3

過
塩
素
酸

H
C
l
0
4

過
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
を
熱
し
て
熔
融
す
る
と
、
そ
の
酸
素
を

放
出
す
る
。
そ
し
て
ま
だ
悉
く
酸
素
を
放
出
し
て
な
い
状

態
で
、
加
熱
を
止
め
て
反
応
を
抑
え
る
。
過
塩
素
酸
が
未
反

応
の
塩
素
酸
カ
リ
ウ
ム
と
共
に
反
応
器
の
中
に
存
在
す
る
。
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第
八
章
倍
数
化
合
律

（
倍
数
比
例
の
法
則
）

元
素
は
互
い
に
相
化
合
す
る
に
は
、
一
種
以
上
の
割
合
を
以
て

す
る
。
例
え
ば
酸
素
、
窒
素
と
は
5
種
の
化
合
物
を
作
り
、
ま

た
酸
素
と
水
素
と
は
2
種
の
化
合
物
を
作
る
。
今
試
し
に
こ
の

L
a
w
 o
f
 M
u
l
t
i
p
l
e
 P
r
o
p
o
r
t
i
o
n
 

C
a
F
2
 +
 H,
s
o
,
 1
1
 
2
H
F
 +
 Ca
s
o
,
 

こ
れ
を
製
す
る
こ
と
は
甚
だ
困
難
で
あ
る
。

第
4
項
．
フ
ッ
素

Fluorine
F

原
子
量
1
9

存
在
こ
ノ
ッ
素
は
カ
ル
シ
ウ
ム
化
合
物
と
し
て
蛍
石
と
し
て
存

在
す
る
。
ま
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
化
合
し
て

ク
ラ
イ
オ
ラ
イ
ト

cryolite
と
し
て
産
出
す
る
。
動
物
の
歯
牙
、

血
液
、
脳
髄
等
に
痕
跡
を
有
す
。

H
.
 M
o
r
i
s
o
n
、
1
8
8
6
年
、
フ
ッ
素
の
研
究
、
分
離
に
成
功
。

電
気
炉
を
使
用
。

1
9
0
6
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
。

液
体
フ
ッ
化
水
素

(
H
F
)

に
一
―
フ
ッ
化
水
素
カ
リ
ウ
ム

(
K
H
F
2
)

を
溶
か
す
溶
液
を
電
気
分
解
法
で
フ
ッ
素
を
単
離
し

た。

1
8
8
6
年
（
明
治
19)

フ
ッ
化
水
素

H
y
d
r
o
f
l
u
o
r
i
c
acid, 
H
F
 

製
法
＂
蛍
石

Fluorite
の
粉
末
を
白
金
製
或
い
は
鉛
製
の
器
中

に
入
れ
て
、
強
硫
酸
を
注
ぎ
、
熱
し
て
フ
ッ
化
水
素
を
製
造
し

こ。t
 

一
酸
化
窒
素

二
酸
化
窒
素

三
酸
化
窒
素

四
酸
化
窒
素

五
酸
化
窒
素

H
2
0

一
酸
化
水
素

H
2
0
2

二
酸
化
水
素

右
の
化
合
物
を
見
る
と
窒
素
お
よ
び
水
素
の
量
は
皆
同
一
で
あ

る
が
、
酸
素
の
化
学
量
は
16
で
あ
り
、
そ
の
他
は
16
の
2
倍
数
、

3
倍
数
で
あ
る
。
こ
の
様
な
事
実
か
ら
、

J
o
h
n
D
a
l
t
o
n
は
こ

れ
に
「
倍
数
比
例
の
法
則
」
を
設
け
た
。
こ
れ
が
諸
化
合
物
を

分
析
し
て
、
あ
ま
た
の
実
験
を
積
み
重
ね
て
初
め
て
発
見
し
た

一
定
不
動
の
通
則
で
あ
り
、
そ
の
後
、
化
学
者
の
試
験
を
重
ね

て
そ
の
事
実
が
確
か
め
ら
れ
た
。

原
子
説

A
t
o
m
i
c
t
h
e
o
r
y
 

D
a
l
t
o
n
は
自
ら
制
定
し
た
「
倍
数
化
合
律
」
を
解
釈
す
る
た

め
に
、
原
子
説
な
る
も
の
を
立
て
た
。
そ
の
説
に
は
「
凡
そ
物

N
2
0
 

N
,
0
2
 

N
,
0
3
 

N
,
0
4
 

N
,
O
s
 

N 

3
2
 

水
素
量

2

2
8
 

酸
素
量
1
6

8
0
 

2
8
 

6
4
 

2
8
 

4
8
 

2
8
 

3
2
 

2
8
 

1
6
 

酸
素
の
量

各
種
の
化
合
物
中
に
含
有
す
る
酸
素
、
窒
素
の
重
量
を
列
挙
す

る
と
驚
く
べ
き
事
実
を
発
見
す
る
。

窒
素
の
量
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体
は
化
学
上
に
て
再
び
分
砕
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
所
の
極
細

幽
微
な
る
一
定
の
小
分
子
よ
り
成
る
も
の
な
り
」
即
ち
こ
れ
を

原
子
と
言
う
。
ま
た
そ
の
重
量
の
比
例
は
各
元
素
の
化
合
量
（
原

子
量
）
を
も
っ
て
之
を
示
す
。
例
え
ば
酸
素
は
1
原
子
を
水
素

1
原
子
に
比
べ
れ
ば
16
と
1
で
あ
り
、
窒
素
に
比
べ
れ
ば

16

と
14
で
あ
る
。

気
体
の
化
合
容
量

A
v
o
g
a
d
r
o
,
 
s
 hy
p
o
t
h
e
s
i
s
 

ア
ヴ
ォ
ガ
ル
ド
が
気
体
の
比
重
を
研
究
し
て
、
次
の
説
を
提
出

し
た
。
「
同
容
積
の
気
体
は
同
温
、
同
圧
に
お
い
て
は
、
総
て
同
数
＊

の
分
子
を
含
む
」

例
え
ば
酸
素
l
認
を
水
素
l
認
に
比
べ
れ
ば
、
そ
の
重
さ
は
16

倍
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
分
子
の
数
は
同
一
で

あ
る
。
故
に
酸
素
1
分
子
は
水
素
l
分
子
よ
り
16
倍
の
重
さ
は

共
に
水
素
の
重
量
を
定
準
に
し
て
算
定
す
る
も
の
な
り
。
故
に

気
体
の
分
子
量
は
そ
の
比
重
と
同
一
な
り
。
し
か
る
に
、
元
来
、

比
重
を
算
定
す
る
に
は
、
水
素
の
半
分
子
を
定
準
と
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
気
体
の
分
子
量
は
そ
の
比
重
に
2
倍
し
て
、
気

体
を
為
す
元
素
の
化
合
物
は
そ
の
比
重
と
同
じ
も
の
と
す
る
。

気
体
1

m
o
l
e
の
標
準
状
態
で
の
分
子
数
を
ア
ヴ
ォ
ガ
ル

ド
数
と
呼
ぶ
。

＊
 

元
素
の
分
子
M
o
l
e
c
u
l
e
s
o
f
 e
l
e
m
e
n
t
s
 

前
に
述
べ
た
「
ア
ヴ
ォ
ガ
ル
ド
」
氏
の
説
に
よ
り
水
素
・
塩
素
・

酸
素
・
窒
素
の
分
子
量
を
算
定
す
る
に
、
水
素
2
、
塩
素
71
、

酸
素
は
32
、
窒
素
は
28
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
即
ち
各
々
の
値

は
そ
の
化
合
量
（
原
子
量
）
の
2
倍
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
っ
て

見
れ
ば
、
こ
の
気
体
元
素
の
分
子
は
各
2
原
子
よ
り
成
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

今
さ
ら
に
こ
れ
を
論
証
す
る
に
「
1
認
の
水
素
は
1
0
0
0

の
分

子
を
含
有
す
る
と
仮
想
す
る
と
き
は
、

1
認
の
塩
素
も
ま
た

1
0
0
0
分
子
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
此
の
2
元
素
の
各

l
認
を
化
合
す
る
と
き
は
、

2
認
の
塩
酸
を
得
る
べ
し
。
そ
し

て
2
認
の
塩
酸
は
2
0
0
0
分
子
の
塩
酸
を
含
有
す
る
こ
と
明
ら

か
な
り
。
ま
た
塩
酸
l
分
子
は
水
素
及
び
塩
素
各
1
原
子
よ
り

な
る
こ
と
は
分
析
に
依
っ
て
知
る
と
こ
ろ
な
り
。

す
べ
て
他
の
元
素
を
見
る
に
は
皆
こ
れ
を
同
様
な
り
。

(
2
、
3

の
元
素
は
こ
れ
に
一
致
し
て
い
な
い
。
即
ち
燐
お
よ
び
砒
素
は
、

各
1
分
子
は
そ
の
4
原
子
よ
り
成
り
、
亜
鉛
、
水
銀
の
1
分
子

は
そ
の
1
原
子
よ
り
成
っ
て
い
る
。
）
こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

元
素
1
分
子
は
そ
の
2
原
子
よ
り
成
立
す
る
こ
と
を
普
通
と
す

る。
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第
九
章
硫
黄

S
u
l
p
h
u
r
,

S
u
l
f
u
r

原
子
量
3
2

所
在
＂
遊
離
し
て
火
山
地
方
に
多
量
に
存
在
す
る
。
我
が
国
殊

に
富
め
り
。
即
ち
阿
蘇
、
浅
間
、
箱
根
、
立
山
等
に
多
蜃
に
こ

れ
を
産
出
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
「
シ
シ
リ
ー
島
」

Sicily I
s
l
a
n
d
は
有
名
な
産
地
で
あ
る
。
ま
た
、
多
数
の
金
属

ヽ

|
 
N= 

U) =C= 

和
価

V
a
l
a
n
c
e
(
原
子
価
）

既
に
論
述
し
た
諸
化
合
物
の
符
号
を
見
る
に
其
の
間
に
一
種
の

差
異
あ
る
こ
と
を
発
見
す
る
。
例
え
ば
塩
素
l
原
子
は
水
素
ー

原
子
と
化
合
し
、
酸
素
l
原
子
は
水
素
2
原
子
と
化
合
し
、
窒

素
l
原
子
は
水
素
3
原
子
と
化
合
す
る
が
如
し
。
故
に
こ
の
3

元
素
の
水
素
と
化
合
す
る
力
は
互
い
に
不
同
に
し
て
、
酸
素
1

原
子
は
塩
素
よ
り
2
倍
の
水
素
と
化
合
し
、
窒
素
は
そ
の

3
倍

と
化
合
す
る
が
如
し
。
そ
の
他
諸
種
の
化
合
物
を
調
べ
る
と
そ

の
各
元
素
の
化
合
比
例
は
皆
同
一
で
な
い
。
故
に
今
水
素
1
原

子
の
親
和
力
を
ー
と
定
め
、
こ
れ
を
定
準
と
な
す
と
き
、
例
え

ば
酸
素
の
親
和
力
は
2
に
し
て
、
窒
素
の
親
和
力
は
3
等
の
如

し
。
こ
れ
を
原
子
の
和
価
と
い
う
。
凡
て
原
子
の
和
価
を
示
す

に
は
そ
の
符
号
の
冒
頭
あ
る
い
は
そ
の
傍
に
小
線
を
附
す
る
こ

と
を
常
法
と
す
。
即
ち
左
の
ご
と
し
。

|
H
|
、

|
0
|
、

と
化
合
し
て
、
硫
化
鉱
と
な
り
、
金
属
お
よ
び
酸
素
と
化
合
し

て
硫
酸
鉱
と
な
り
存
在
す
る
。

二
酸
化
硫
黄
無
水
亜
硫
酸
、

so,、
S
u
l
p
h
u
r
d
i
o
x
i
d
e
 

所
在
~
火
山
よ
り
噴
出
す
る
気
体
中
に
あ
り
。

-
＝
酸
化
硫
黄
無
水
硫
酸
、

S
0
3
、
S
u
l
p
h
u
r
t
r
i
o
x
i
d
e
 

製
法
品
;o,
+
 o, 1
1
 
S
0
3
海
綿
状
白
金
触
媒
使
用
、
冷
や
し

て
結
晶
化
す
る
。
発
煙
硫
酸
を
加
熱
し
て
S
0
3
を
発
生
さ
せ
る
。

硫
酸

S
u
l
p
h
u
r
i
c
acid, 
H
2
S
0
4
 

所
在
二
天
然
に
遊
離
し
、
火
山
地
方
の
河
川
水
お
よ
び
鉱
水
中

に
存
す
る
こ
と
あ
る
。
他
金
属
と
化
合
し
て
多
量
に
存
在
。

製
法
品
e
S
0
4
↓
F
e
,
0
3
 
+
 
S
0
3
 
+
 so, 
(
加
熱
分
解
）

S
0
3
 
+
 
H
2
0
 1
1
 H
2
S
0
4
 

現
今
専
ら
用
い
ら
れ
る
は
英
法
と
称
し
て
右
の
化
学
的
変

化
に
基
つ
く
も
の
な
り
。

鉛
室
法
払
鉛
板
で
巨
室
を
作
り
、
各
室
は
鉛
管
で
接
合
す
。
木

筐
に
支
架
し
て
、
一
方
に
炉
を
置
き
、
鉛
室
と
炉
に
は
絶
え
ず

大
気
を
通
じ
、
そ
の
中
で
硫
黄
を
燃
や
す
、
こ
の
焔
を
硝
石
と

硫
酸
の
混
合
物
を
入
れ
た
容
器
を
加
熱
す
る
と
、
同
時
に
間
断

な
く
水
蒸
気
を
室
内
に
噴
入
す
る
。
こ
の
室
の
外
端
に
は
高
い

煙
突
を
設
け
る
。
室
内
は
絶
え
ず

so,、
N
O
、
H
2
0
で
充
満

す
る
。
こ
こ
に
生
ず
る
硫
酸
は
鉛
室
の
底
に
貯
ま
る
。
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真
性
珪
酸
、

H
2
S
i
0
3

異
性
珪
酸
珪
酸
塩
゜

純
粋
な
珪
酸
は
製
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
珪
酸
の
性
質
は
乾

燥
す
れ
ば
分
解
し
て
、
水
と
二
酸
化
珪
素
と
な
る
。
そ
の
水
溶

液
は
珪
酸
ア
ル
カ
リ
の
溶
液
に
塩
酸
を
注
げ
ば
コ
ロ
イ
ド
状
に

な
り
沈
殿
す
る
。
無
定
形
コ
ロ
イ
ド
状
の
も
の
は
洋
皮
紙
を
透

過
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

四
弗
化
珪
素

Silicon
tetrafluoride 
SiF 4
 

製
法
こ
白
砂
、
蛍
石
に
粉
末
を
ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
、

8
倍
の
硫

酸
を
注
ぐ
、
こ
れ
を
加
熱
す
る
。

硼
素

B
o
r
o
n
,
B, 

原
子
量

1
0
.
9

所
在
二
天
然
に
遊
離
し
た
も
の
は
な
い
。
硼
酸
と
し
て
、
金
属

類
と
化
合
し
て
、
硼
酸
塩
と
し
て
産
出
す
。

硼
酸

B
o
r
i
c
acid 
H
3
B
0
 

所
在

:4タ
リ
ア
タ
ス
カ
ニ
ー
の
火
山
近
傍
の
水
蒸
気
中
に

在
り
。
噴
出
気
を
「
サ
フ
ォ
ニ
」

Suffoni
と
い
う
。

第
十
一
章
燐

P
h
o
s
p
h
o
r
u
s

P

原
子
量
3
0
.
9
6

所
在
二
天
然
に
遊
離
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
化
合
物
と
し
て

リ
ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
植
物
の
子
実
、
動
物
の
骨
質
中
に
存

在
す
る
。
広
く
地
中
に
散
在
す
る
。
頭
脳
神
経
に
少
量
を
含
む
。

三
酸
化
リ
ン
酸
、
無
水
亜
リ
ン
酸

P
h
o
s
p
h
o
r
u
s
trioxide 

P
2
0
3
。
リ
ン
の
少
量
を
乾
燥
し
た
大
気
ま
た
は
酸
素
の
中
に
讃

く
と
徐
々
に
酸
化
さ
れ
て
生
成
す
る
。
白
色
粉
で
あ
る
。
臭
気

は
や
や
ニ
ラ
に
似
て
い
る
。
直
ち
に
水
と
化
合
し
て
亜
リ
ン
酸

と
な
る
。

亜
リ
ン
酸

p
h
o
s
p
h
o
r
o
u
s
 acid 
H
3
P
0
3
 

PCl3 +
 3
H
,
O
 11 H
3
P
0
3
 +
 3
H
C
I

結
宙
呻
性
iあ
り

ニ
ラ
臭
を
有
す
る
酸
で
、
湿
気
で
分
解
し
や
す
い
。
還
元
力
は

強
い
、
銀
塩
等
よ
り
銀
を
分
離
・
析
出
す
る
。
強
熱
す
れ
ば
分

解
し
て
リ
ン
酸
お
よ
び
リ
ン
化
水
素
と
な
る
。

五

酸

化

リ

ン

無

水

リ

ン

酸

P
2
0
5
 

リ
ン
を
酸
素
中
で
燃
焼
す
る
と
製
す
る
白
色
の
粉
末
、
水
と
化

合
し
て
リ
ン
酸
を
成
す
る
。
吸
湿
性
が
強
い
。

P
h
o
s
p
h
o
r
i
c
 acid 
H
3
P
0
4
 

P

+

 3
H
N
0
3
 11 
H
3
P
0
4
十

2
N
0
2
+
 N
O
 

性
質
~
無
色
透
明
な
る
結
晶
で
あ
り
、
す
こ
ぶ
る
水
に
溶
解

し
易
い
。
大
気
中
に
お
け
ば
吸
湿
し
て
無
色
の
濃
厚
液
と
な

る
。
リ
ン
酸
は
一
二
塩
基
酸
で
あ
り
、H
2
N
a
P
0
4
•

H
2
0
、
H
N
a,
 

2
P
0
4
・
1
2
H
2
0
、
N
a
3
P
0
4
・
1
2
H
,
O
が
あ
る
。

第
十
二
章

リ
ン
酸

砒
素

A
r
s
e
n
i
c

A
s
 
原
子
量
7
4
.
9

P
h
o
s
p
h
o
r
u
s
 p
e
n
t
o
x
i
d
e
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所
在
二
天
然
遊
離
し
て
存
在
す
る
こ
と
あ
り
と
雖
も
、
多
く
は

金
属
と
化
合
し
て
砒
化
物
と
な
り
、
あ
る
い
は
硫
黄
と
化
合

し
て
硫
化
物
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
主
な
鉱
石
は
砒
化
鉄

鉱
F
e
A
s
2
,

白
色
コ
バ
ル
ト
鉱

(
C
o
N
i
F
e
)

As2, 
砒
化
ニ
ッ

ケ
ル
鉱

N
i
A
s
.

硫
砒
鉄
鉱
F
e
2
S
2
A
s
,
鶏
冠
石

A
s
2
S
2
,
石

黄

A
s
2
S
2
こ
れ
な
り
。
ま
た
酸
素
と
化
合
し
て
三
酸
化
砒
素

A
s
,
0
3
と
な
り
現
出
す
る
こ
と
あ
り
。
そ
の
他
諸
種
の
硫
化
鉱

の
多
く
は
少
量
の
砒
素
を
混
在
し
て
い
る
も
の
あ
り
。

三
酸
化
砒
素
ま
た
は
無
水
亜
砒
酸

A
s
,
0
3
 

所
在
二
天
然
に
白
砒
石
と
称
す
る
鉱
石
と
な
り
産
出
す
る
。

五
酸
化
砒
素

A
r
s
e
n
i
c
p
e
n
t
o
x
i
d
e
 
A
s
2
0
5
 

五
酸
化
砒
素
を
製
す
る
の
方
法
は
一
二
酸
化
砒
素
に
硝
酸
を
注
ぎ
、

こ
れ
を
蒸
発
乾
固
し
て
2
7
0
。C
に
熱
す
る
に
あ
り
。
白
色
粉

末
に
し
て
、
さ
ら
に
加
熱
す
る
と
分
解
し
て
三
酸
化
砒
素
お
よ

び
酸
素
と
な
る
。
五
酸
化
砒
素
を
水
中
に
溶
か
し
、
こ
れ
を
蒸

発
す
る
と
砒
酸
の
結
晶
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
も
の
は
金
属
と
化

合
し
て
砒
酸
塩
類
を
製
す
る
。
そ
の
成
分
は
リ
ン
酸
塩
類
に
符

合
す
る
ま
た
晶
形
も
同
一
で
あ
る
。

砒
酸

H
3
A
s
0
4

砒
酸
「
ソ
ジ
ウ
ム
」
二
水
素

H
2
N
a
A
s
0
4
 +
 
H
2
0
 

A
r
s
e
n
i
c
 t
r
i
o
x
i
d
e
 

砒
酸
一
ソ
ジ
ウ
ム
水
素

H
N
a
2
A
s
0
4
+
 12
H
2
0
 

砒
酸
―
―
ソ
ジ
ウ
ム

N
a
3
A
s
0
4
+
 12
H
2
0
 

砒
素
と
水
素
と
の
化
合
物

砒
化
水
素
に
一
一
種
あ
り
、
一
は
気
体
に
し
て
A
s
H
3
な
り
。
ま

た
一
は
個
体
に
し
て
A
s
2
H
2
な
り
。

気
体
砒
化
水
素

A
s
i
n
e
,
H
y
d
r
o
g
e
n
 A
r
s
e
n
i
d
e
 
A
s
H
3
 

製
法
＂
水
素
を
発
生
さ
せ
る
ビ
ン
に
亜
鉛
と
砒
素
の
化
合
物
を

い
れ
、
ロ
ー
ト
管
よ
り
希
硫
酸
を
注
ぐ
。
砒
化
水
素
は
水
素
と

と
も
に
発
生
す
る
。

性
質
ぶ
無
色
の
気
体
、
す
こ
ぶ
る
猛
毒
な
り
。
固
有
の
悪
臭
を

有
す
。
マ
イ
ナ
ス
4
0
。C
で
無
色
の
液
体
と
な
る
。
点
火
す
る

と
暗
青
色
の
炎
を
発
し
、
三
酸
化
砒
素
の
白
煙
を
生
す
。

砒
素
と
硫
黄
と
の
化
合
物

二
硫
化
砒
素
As2S2,
I

I

一
硫
化
砒
素
A
s
2
S
3
,

五
硫
化
砒
素

A
s
2
S
5
 

二
硫
化
砒
素
の
天
然
に
産
出
す
る
も
の
を
鶏
冠
石
と
称
す
。
こ

れ
を
製
す
る
に
は
そ
の
各
和
量
に
応
じ
て
砒
素
と
硫
黄
を
混

和
し
、
こ
れ
を
熱
す
る
に
あ
り
。
こ
の
如
く
し
て
生
す
る
と

こ
ろ
の
も
の
は
赤
色
の
固
体
に
し
て
燃
焼
す
れ
ば
白
煙
を
発

す
、
こ
れ
煙
火
を
製
す
る
に
供
用
す
る
。
＿
―
-
硫
化
砒
素
は
天

然
に
産
す
る
も
の
を
石
黄
ま
た
は
雄
黄
と
称
す
。
そ
の
製
法
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は
一
二
酸
化
砒
素
の
酸
性
溶
液
に
硫
化
水
素
を
通
じ
沈
殿
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
黄
色
の
粉
末
に
し
て
其
の
色
美
な
る

故
に
顔
料
に
用
い
る
。

考

察明
治

22
年
に
出
版
さ
れ
た
久
田
督
著
「
尋
常
中
学
校
・
尋

常
師
範
学
校
・
化
学
教
科
書
」
は
、
当
時
と
し
て
は
記
述
的
内

容
が
非
常
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
久
田
が
ど
の
様
な
参

考
書
を
使
用
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
多
く
の
化
学

翻
訳
書
を
使
用
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
結
果
、
化
学
の
理
論

的
な
記
述
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
初
期
に
我
国

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
化
学
の
専
門
書
に
問
題
が
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
多
く
の
無
機
化
学
的
反
応
式
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
こ
の
反
応
が
進
行
す
る
か
の
説
明
に
欠
い
て
い
る
。

特
に
電
離
説
、
イ
オ
ン
説
の
記
述
は
全
く
無
い
。
こ
の
原
因

は
、
ア
レ
ニ
ウ
ス
が

1
8
8
3
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ

サ
ラ
で
電
離
説
を
発
表
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

(
9
)
。
明
治

22
年

(
1
8
8
9
)

に
は
ま
だ
我
国
に
こ
の
重
要
な
電
離
説
、
イ

オ
ン
説
は
伝
来
し
て
居
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
我
国
に
イ
オ
ン
説
が
伝
わ
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
っ

た
か
を
推
定
し
た
。
明
治
2
0
1
3
0
年
代
の
化
学
教
科
書
の
出
版

情
況
を
表
ー
に
示
し
た
。

こ
の
時
代
に
イ
オ
ン
説
、
電
離
説
を
化
学
教
科
書
に
記
述
し

て
い
た
の
は
、
池
田
菊
苗
と
大
幸
勇
吉
の
二
人
に
過
ぎ
ず
、
そ

の
他
は
教
科
書
に
は
取
り
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。

池
田
菊
苗
著
の
「
化
学
教
科
書
」
「
訂
正
第
二
版
」
明
治

31

年

12
月
刊

(
1
8
9
8
)

の
訂
正
第
一
一
版
緒
言
に
は
次
の
様
に
記

述
し
て
い
る
。

(10)

十
余
年
来
フ
ァ
ン
ト
フ
の
溶
液
論
、
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
電
気
解

離
説
等
、
陸
続
と
し
て
世
に
公
に
せ
ら
れ
、
化
学
の
理
論
は

根
底
よ
り
改
造
さ
れ
た
る
の
顧
あ
り
。
此
等
の
新
学
説
は
一

時
頑
硬
な
る
反
対
を
受
け
た
。
著
者
は
此
の
学
説
の
伝
播
を

勤
め
、
そ
の
教
育
上
に
重
要
な
る
こ
と
を
偶
道
し
た
。

本
書
に
物
理
化
学
の
一
篇
を
増
加
し
、
も
っ
て
此
等
の
新
学

説
の
大
要
を
説
述
す
る
機
会
を
得
た
る
は
著
者
の
大
に
喜
ぶ
所

な
り
。

第
四
篇
物
理
化
学
一
斑

第
二
節
電
気
分
解

5
7
1
頁

イ
オ
ン
、
水
素
イ
オ
ン
、
陽
性
イ
オ
ン
、
陰
性
イ
オ
ン
、

電
気
解
離
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

池
田
が
記
述
し
た
様
に
、
我
国
に
お
い
て
イ
オ
ン
説
、
電
離
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説
の
受
け
入
れ
に
は
強
い
反
対
が
あ
っ
た
。
池
田
菊
苗
「
化
学

教
科
書
」
訂
正
全
、
（
10
）
3
2
3
項
、
(
5
7
5
頁
）
に
イ
オ

ン
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

「
塩
酸
塩
に
お
け
る
水
素
お
よ
び
塩
素
原
子
の
如
く
電
気
を

帯
び
解
離
し
て
存
在
す
る
原
子
若
し
く
は
原
子
団
を
イ
オ
ン
と

称
し
、
水
素
イ
オ
ン
の
如
く
陽
電
気
を
有
す
る
も
の
を
カ
チ
オ

ン
（
陽
性
イ
オ
ン
）
と
い
い
、
塩
素
イ
オ
ン
の
如
く
陰
電
気
を

帯
ぶ
る
を
ア
ニ
オ
ン
（
陰
性
イ
オ
ン
）
と
い
う
。
ま
た
陰
極
を

カ
ト
ー
ド
（
カ
ソ
ー
ド
）
、
陽
極
を
ア
ノ
ー
ド
と
い
う
。
か
く

の
如
く
化
合
物
が
イ
オ
ン
に
分
解
す
る
を
電
気
解
離
と
い
う
。
」

こ
の
様
に
し
て
、
イ
オ
ン
が
我
国
の
化
学
に
定
着
し
て
い
っ
た

歴
史
が
あ
っ
た
。

表 1

出版年

1880 

1883 

1884 

1889 

1891 

1893 

1894 

1896 

1897 

1898 

著者

下山順一郎

磯野徳三郎

太田雄寧

久田督

高松豊吉

吉田彦六郎

池田菊苗

竹尾将信

レムゼン、原

松井元治郎他

大幸勇吉

吉田彦六郎

大幸勇吉、

池田菊苗、

伴徳政

明治 20=30年代の化学教科書の出版情況

国会図書館デジタルコレクションのデータ (6)

書名

化学真理 l件

中学化学 2件

新式化学 l件（ロスコー化学の翻訳） (7) 

尋常中学校・尋常師範学校化学教科書 非金属編

化学教科書第一巻、第二巻 2件

新撰化学教科書、上巻、下巻 2件

化学教科書 中巻、（イオンの記載あり） 3件

化学教科書巻3

化学教科書 l件

化学教科書 1件

近世化学教科書、（イオンの記載あり） l件(ll)

新撰化学教科書 3件

実験化学教科書 （イオンの記戟あり） l件

化学教科書 （イオンの記載あり） 3件

中学化学教科書 l件

1件

(10) (第9図）
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ス
ロ
イ
ス
「
舎
密
学
」
藤
本
純
吉
筆
記
、
（
明
治
4

年）、

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
・
近
世
史
料
館
蔵

A
r
r
h
e
n
i
u
s
.
 S
v
a
n
t
e
 A
u
g
u
s
t
.
 
岩
波
理
化
学
事
典
、
第

3
版
増
補
版
、

(
1
9
7
1
)

5
6

頁

池
田
菊
苗
「
化
学
教
科
書
・
訂
正
第
二
版
」
（
明
治

3
1

年
）
金
港
堂
刊
、

5
7
1
-

5
9
4

頁

11
．
大
幸
勇
吉
、
「
近
世
化
学
教
科
書
」

(
1
9
0
4
)

富
山
房
刊

12
．
中
谷
平
四
郎
、
「
最
新
化
学
理
論
、
イ
オ
ン
説
、
平
衡
論

詳
解
」
増
訂
四
版
、

(
1
9
0
3
)

:
 国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

10 

，
 

8
 

7
 

6
 
5
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桜
井
錠
―
-
、
久
田
督
著
「
尋
常
中
学
校
・
尋
常
師
範
学
校
・

化
学
教
科
書
」
序
文
、
（
明
治
2
2

年
）
春
陽
堂
刊
二
固

会
固
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

金
沢
泉
丘
高
等
学
校
蔵
善
本
解
題
目
録
、

(
1
9
8
1
)

石

川
県
立
金
沢
泉
丘
高
等
学
校
編

久
田
督
、
「
尋
常
中
学
校
・
尋
常
師
範
学
校
・
化
学
教
科
書
」

（
明
治
2
2

年
）
春
陽
堂
刊
二
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン

太
田
雄
寧
著
「
新
式
化
学
」
巻
之
二
、
（
明
治
1
7

年、

1
8
8
4
)
、
出
版
太
田
雄
寧
~
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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